
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二学期終業式 校長の話  

「猛暑」の中始まった８２日間の二学期も今日で終わりです。それぞれの目標が達成できるように

頑張り、その努力の結晶がきっと通知表に表れているのではないでしょうか。この二学期も健康管

理をしながら規則正しい生活ができたため、コロナもインフルエンザも大きく流行することなく、

無事に学校生活を送ることができました。毎日の学習や部活動そして運動会や合唱コンクールとい

った行事も、計画どおり行うことができました。特に印象に残っているのは、雨で１日順延した運

動会です。開催した翌日も強風でしたが、競技内容（ルール）を変更したり、用具を飛ばされない

ように必死に押さえたりしながら、競技や応援を行いました。状況に応じて臨機応変に行動する姿

に中学生らしさを感じました。そして何より感心したのは、準備期間の短い中、生徒も教師も同じ

目的に向かって一緒に取り組む姿でした。普段の授業ではなかなか見られない「生徒と教師が一緒

になって考え・行動する姿」がたくさん見られたことは、大きな収穫でした。 

冬休みを迎える皆さんに期待を込めて一つ。それは「目先の楽しさに惑わされずに、先（将来）

を考えて行動してほしい」ということです。１０月に行われた天童市市制６５周年を記念しての「Ｗ

ＢＣ日本代表チーム栗山監督による講演会」からの話です。先日、大型契約で話題になった「大谷

選手」のことです。栗山監督には、日頃仕事をサポートしてくれる「マネージャー」がいて、様々

な情報を伝えることが仕事の一つだそうです。今年、大活躍した大谷選手が日本のプロ野球「日本

ハム」球団に在籍していた頃の話で、栗山監督は当時、その日本ハムの監督でした。ある年の１２

月２４日の夜中に「栗山監督へ クリスマスプレゼント」というメール（動画）がマネージャーから

届いたそうです。メールの中身は、夜中（日が変わる頃）に、球場の室内練習場でバッティング練

習をする「大谷選手の動画」だったそうです。多くの選手達が、シーズンオフでそしてクリスマス

イブのため、パーティーや食事会など楽しい時間を過ごしているとき、なんと大谷選手は、一人室

内練習場でバッティング練習に励んでいた、という話しです。皆さんも知っていると思いますが、

大谷選手は「プロ野球選手の中でも、「１，２番というくらいに体格や体力に恵まれた選手」です。

何よりもすごいのは、「恵まれた体格に満足せずに、誰よりも練習する気持ちを持っている」という

ことです。後日、大谷選手は「パーティーや食事会も楽しいけど、野球で活躍して、ファンを喜ば

せることが、自分にとっては何よりも楽しいことだ」と話したそうです。 

「練習（努力）すれば必ず優勝できるか」というとそれはわかりませんが、「優勝しているチーム

や人は、必ず練習（努力）している。」ということは言えます。誰よりも練習したからこそ、今の大

谷選手がある、それは疑う余地のない事実です。このことは、中学生にも当てはまることであり、

好成績を収めた生徒やチームは、必ず練習（努力）しています。新人大会で活躍した、男子卓球部

や、男子バスケットボール部など、きっと粘り強く練習（努力）を重ねてきたことと思います。ぜ

ひ、「目先の楽しさに惑わされずに、先（将来）を考えて行動すること」を期待します。 

明日から１月８日まで１７日間の冬休みに入ります。冬休みで学校がない分、自分のことは自分

でしっかりやらなければなりません。「健康で規則正しい生活」と「毎日の地道な努力」を皆さんに

期待します。また元気に三学期、顔を合わせることを楽しみにしています。 
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規則正しい生活により学習・部活動・学校行事等 

計画的に二学期（82 日間）を送ることができました 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植栽活動 （１２月７日） 

 今年も、更生保護司会から花を寄贈していただきました。いただいた花を更生保護司会・女性

会の方々と３年生の代表生徒が一緒に「プランター」に植えました。翌日から昇降口に飾ってい

ます。ご寄付そしてご協力ありがとうございました。 

学校生活から 

吹奏楽部 アンサンブルコンテスト壮行演奏会 （１２月１３日） 

 吹奏楽部の「新人大会」とも言える「アンサンブルコンテスト」に向けて、壮行演奏会を行い

ました。全校生徒の前で少し緊張感もありましたが、本番に向けて良い経験になりました。 

＜おめでとうございます＞ 

★令和５年度山形県中学校新人体育大会（上位入賞等） 

 ＜南ブロック大会＞ 

・バスケットボール競技（男子）  優 勝 

 ・卓球競技  男子団体 第２位  男子個人 第３位 ○○○○ 

 ＜県（統一）大会＞ 

・バスケットボール競技（男子）  第３位   

・卓球競技  男子団体 第３位  男子個人 第５位 ○○○○ 

 ・バドミントン競技  女子シングルス 第２位 ○○○○ 

★村山地区アンサンブルコンテスト 

１２月１６日（土）山形テルサホールにおいて「第５０回村山地区アンサンブルコンテスト」 

が行われ、本校からは「金管七重奏」「打楽器三重奏」「木管八重奏」の３団体が出場しまし 

た。その中で「打楽器三重奏」が「金賞」を受賞しました。 

★宮城浩蔵賞 

３年１組の○○○○さんが、今年度の「宮城浩蔵賞」を受賞しました。１１月２３日に行われ 

た「天童市教育の日 生涯学習フェスティバル 2023」の中で表彰されました。受賞のあいさつ 

で「将来の夢はまだ決まってはいないが、自分の好きなことを通して人のためになることをし 

たい。そして、受賞にふさわしい人でいられるよう、今後も努力を惜しまず、まわりの人への 

感謝を忘れずに生活していきたい。」と力強く決意を述べました。 

★いじめ防止標語  天童市優秀賞 「聞かせてよ あなたの本音 ぼくにでも」  

２年３組の○○○○さんが、山形県青少年育成県民会議等が主催する「いじめ防止標語」で 

天童市優秀賞を受賞し「天童市教育の日 生涯学習フェスティバル 2023」の中で表彰されまし

た。天童市内小中学校を通して 3,145 点の応募があり、その中から「優秀賞として小学校２点、

中学校１点」が選出され、見事その１点になりました。おめでとうございます。 


